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真空と高み
TOT EM
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2025年11月1日[土]  14:00 開演（13:30 開場） 
滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール中ホール
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 北九州芸術劇場 山海塾 共同プロデュース                                 TOTEM 真空と高み

『TOTEM 真空と高み』世界初演（北九州芸術劇場）より

〒520-0806 滋賀県大津市打出浜15番1号 
Tel. 077-523-7133（代）　
https://www.biwako-hall.or.jp
JR琵琶湖 りよ駅」所膳「）線本道海東（線 徒歩約15分
または 京阪電車のりかえ「石場」駅より徒歩約3分
JR琵琶湖 りよ駅」津大「）線本道海東（線 徒歩約20分
駐車場 849台（有料）24時間営業 
＊詳細はびわ湖ホールホームページにて

2025年11月1日[土] 14:00 開演（13:30 開場）中ホール 
終演後に蟬丸と吉川洋一郎によるポストパフォーマンス・トークがあります。 

◎全席指定・税込　一般 5,500（4,950）円      青少年（24歳以下）2,200円 　＊（  ）内はびわ湖ホール友の会会員料金
◎チケット取扱い・お問い合わせ　 びわ湖ホールチケットセンター　Tel. 077-523-7136（10:00～19:00） 
＊火曜日休館、休日の場合は翌日。8/12～8/17 休館　https://www.biwako-hall.or.jp/
チケットぴあ　https://t.pia.jp/【Pコード532-888】　ローソンチケット　https://l-tike.com【Lコード56841】　
 e＋（イープラス）　https://eplus.jp/（座席選択サービスあり）　＊お申し込みいただいたチケットのキャンセル・変更はできません。　　

◎チケット発売： 7月5日（土）　
びわ湖ホール友の会優先発売： 7月3日（木）  ＜友の会優先販売期間中はネットチケット・電話受付のみ＞
＊チケットのお申し込み後、ご案内の期限内に所定の手続きをされなかった場合には、チケットの販売・引き渡しをお断りいたします。
＊テレコイル機能のついた補聴器や人工内耳を使用されている方は、テレコイルモードに切り替えていただくと、
ヒアリングループを利用した音声をお楽しみいただけます。

◎託児サービスのご案内　対象：1歳以上、5歳以下　利用料金：1公演お子様おひとりにつき1,000円    
開設時間：13:30～公演終了後30分まで　　＊6歳以上のお子さまからご入場いただけます。　

申込方法：2025 年10月25日（土）までに びわ湖ホールチケットセンター 077-523-7136 にお申込みください。

  ◎令和７年度　文化庁 劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業　
  ６歳から18歳のお子様を無料で招待いたします。上限席数に達し次第、受付を終了します。お申し込みは 2025年７月５日（土）10:00～。
  同伴する保護者等（19歳以上）のチケットは子どもの人数に応じて定価の半額で購入いただけます。お申込み・詳しくはQRコードから。　

◎主催：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール　◎化粧品提供＝株式会社　資生堂　

画家の故・中西夏之の「着陸と着水」シリーズから着想を得た舞台美術を
用いた最新作『TOTEM 真空と高み』を早くも再演。

虚空を見上げる男たち。中西夏之の「カルテット着陸と着水X」に想を得た美術
を中心に男たちを配した天児は、中心と周縁の距離があるほど空間の磁場
が強まるとでも言いた気である。男たちは注意深く光と影が交差するその場
と向き合い、少しずつ、時には大胆に、空間を変容させていく。イメージの
磁力は見ているものの脳の中で極点まで高まる。四つに区切られた空間
と見え、実のところはパラレルワールドで遊ぶ男たちの一炊の夢。（M）

演出・振付・デザイン＝天児牛大　　
美術＝中西夏之『カルテット』「着陸と着水」シリーズより　
音楽＝加古隆、吉川洋一郎　　　 演出助手＝蟬丸　　
舞踏手＝蟬丸、竹内晶、市原昭仁、松岡大、 石井則仁、岩本大紀、髙瀨誠、伊藤壮太郎
共同プロデュース＝ 北九州芸術劇場、山海塾　
初演＝2023 年3月北九州芸術劇場　     ＊都合により出演者等が変更になる場合があります。


